貞享期の貿易改革に見る長崎奉行の位置 by 若松 正志
貞享期の貿易改革に見る長崎奉行の位置
著者 若松 正志
雑誌名 東北大学附属図書館研究年報
号 25
ページ 96-121
発行年 1992-12-01
URL http://hdl.handle.net/10097/00133234
点:!;:期の貿易改革に克る長崎奉行の位置
貞
享
期
の
貿
易
改
革
に
見
る
長
崎
奉
行
の
位
置
松
若
正
士一
ゆ
は
め
じ
貞
享
期
の
長
崎
貿
易
改
革
に
関
し
て
は
、
長
崎
貿
易
史
上
初
め
て
年
間
貿
易
額
を
制
限
し
た
、
(御
〉
定
高
制
が
開
始
さ
れ
た
と
い
う
点
で
、
比
較
的
早
く
か
ら
注
目
さ
れ
、
貿
易
制
度
に
つ
い
て
ま
ず
研
究
が
進
め
ら
れ
、
さ
ら
に
近
年
に
な
っ
て
、
貿
易
都
市
長
崎
の
構
造
と
の
関
連
に
注
目
し
た
研
究
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
か
な
り
の
研
究
蓄
積
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
こ
の
貿
易
改
革
が
幕
府
主
噂
で
進
め
ら
れ
た
こ
と
、
①
改
良
さ
れ
た
糸
割
符
制
度
の
実
施
、
②
年
間
貿
易
額
の
制
限
〈中
国
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船
は
銀
一品
六
千
貫
目
。
オ
ラ
ン
ダ
船
は
金
五
万
両
H
銀
三
千
四
百
貫
目
、内
四
百
貨
目
オ
ラ
ン
ダ
商
館
員
た
ち
の
脇
荷
貿
易
)
、
③
掛
り
物
商
法
の
開
始
、
と
い
う
内
容
を
も
つ
こ
と
、
こ
れ
以
前
行
わ
れ
て
い
た
市
法
貨
物
商
法
の
廃
止
に
よ
り
、
長
崎
は
困
窮
す
る
が
、
長
崎
町
人
の
運
動
に
よ
り
、
徐
々
に
従
来
の
特
権
が
彼
活
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
や
、
そ
の
恩
恵
に
あ
.
す
か
れ
な
か
っ
た
人
達
が
披
荷
へ
関
与
し
て
い
っ
た
こ
と
な
ど
が
、
今
日
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
貞
享
期
の
貿
易
改
革
に
つ
い
て
、
い
ま
だ
十
分
明
ら
か
で
な
い
点
も
い
く
つ
か
見
受
け
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
問
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、
こ
の
貿
易
改
革
の
決
定
か
ら
施
行
に
至
る
過
程
を
追
い
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
長
崎
容
行
と
幕
府
(中
失
)
の
交
渉
を
紫
材
に
、
こ
の
段
階
に
お
け
る
、
長
崎
奉
行
の
位
置
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。
そ
の
際
、
留
意
し
た
い
の
は
次
の
ニ
点
で
あ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
は
、
地
域
支
配
を
直
接
担
う
幕
府
役
人
が
地
核
の
成
り
立
ち
を
重
要
視
し
て
い
る
と
い
う
近
年
の
研
究
動
向
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
天
保
改
革
に
お
い
て
、
風
俗
統
制
を
強
化
し
よ
う
と
す
る
老
中
に
対
し
て
、
江
戸
の
賑
わ
い
・
下
層
町
人
の
成
り
立
ち
の
点
か
ら
こ
れ
に
反
対
す
る
町
移
行
の
姿
、
商
業
取
引
縫
を
め
ぐ
る
浦
賀
と
江
戸
の
対
立
の
際
の
両
奉
行
の
対
応
な
ど
が
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
貿
易
と
い
う
高
度
な
政
治
問
題
を
は
ら
む
長
崎
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
こ
の
点
が
現
れ
る
か
と
い
う
点
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
従
来
の
長
崎
研
究
の
な
か
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
、
都
市
・
町
人
の
成
り
立
ち
と
幕
府
の
貿
易
統
制
と
の
対
立
・
共
生
関
係
に
つ
い
て
、
幕
府
の
貿
易
政
策
の
現
地
で
の
直
接
の
担
当
者
で
あ
る
長
崎
奉
行
を
媒
介
項
と
し
て
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
ら
た
め
て
近
世
の
長
崎
の
特
質
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
貿
易
改
革
時
の
長
崎
奉
行
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
正
徳
新
例
に
つ
い
て
は
い
く
ら
か
検
討
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
も
意
識
し
な
が
ら
、
貞
事
期
の
貿
易
改
革
を
事
例
に
、
検
討
を
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貞享期の貿易改革に見る長崎移行の位置
行
い
た
い
。
貞
享
期
以
前
の
長
崎
貿
易
に
つ
い
て
|
考
察
の
前
提
|
本
節
で
は
、
点
享
期
の
貿
易
改
革
を
考
え
る
前
提
作
業
と
し
て
、
寛
永
「
鎖
国
」
以
後
、
点
享
期
以
前
の
長
崎
貿
易
仕
法
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
貞
享
期
の
貿
易
改
革
の
内
容
は
、
明
暦
元
三
六
五
五
〉
年
以
前
の
、
糸
割
符
制
を
基
本
と
す
る
の
で
、
そ
の
点
に
も
留
意
し
て
、
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
明
暦
元
三
六
五
五
〉
年
ま
で
の
長
崎
貿
易
は
、
白
糸
は
五
ケ
所
〈罫
・
京
都
・
長
崎
・
江
戸
・
大
坂
〉
の
糸
割
符
商
人
を
中
心
に
、
分
国
(
博
多
・
平
戸
な
ど
北
九
州
の
六
都
市
〉
・
呉
服
師
〈後
藤
縫
殿
介
・
茶
屋
四
郎
次
郎
ら
六
人
〉
な
ど
に
も
若
干
の
利
銀
配
分
を
行
う
と
い
う
、
糸
割
符
仕
法
が
と
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
荷
物
〈平
貨
物
〉
は
、
長
崎
の
船
宿
で
相
対
売
買
が
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
明
暦
元
年
に
糸
割
符
仕
法
は
廃
止
さ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
年
度
初
め
に
来
航
し
た
船
に
積
載
さ
れ
て
き
た
白
糸
氏家矧の貿易改革に見る長崎移行の位.
を
基
準
に
決
定
さ
れ
た
価
絡
が
一
年
間
有
効
で
あ
る
と
い
う
制
度
の
欠
陥
を
つ
い
て
、
中
国
船
が
白
糸
を
最
初
は
少
量
し
か
持
ち
渡
ら
ず
高
価
格
に
し
、
後
に
多
量
持
ち
渡
り
、
大
き
な
利
潤
を
あ
げ
る
と
い
う
手
段
を
講
じ
た
こ
と
が
直
接
的
な
契
機
で
あ
る
が
、
幕
府
は
、
新
興
商
人
台
頭
の
状
況
で
、
力
の
衰
え
て
き
た
糸
割
符
仲
間
を
見
捨
て
、
彼
ら
の
得
る
利
潤
を
無
く
せ
ば
、
圏
内
市
場
の
白
糸
価
格
が
下
が
る
と
考
え
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
糸
割
符
仕
法
の
廃
止
に
よ
り
、
全
て
の
商
品
が
相
対
売
買
に
な
っ
た
が
、
そ
の
結
果
、
輸
入
品
は
競
争
入
札
と
な
り
輸
入
価
格
が
高
麗
し
、
対
価
と
し
て
の
金
銀
の
海
外
移
出
・
輸
入
品
の
圏
内
市
場
価
絡
の
高
騰
が
問
題
と
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
対
策
と
し
て
行
わ
れ
た
抜
本
的
な
貿
易
改
革
が
、
寛
文
十
一
(
一
六
七
二
年
の
末
に
試
行
、
そ
し
て
実
施
さ
れ
た
市
法
貨
物
商
法
で
あ
る
。
こ
の
市
法
貨
物
商
法
で
は
、
絵
入
価
格
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
五
ケ
所
な
ど
か
ら
品
物
の
善
し
悪
し
を
判
断
す
る
「
自
利
」
を
出
し
、
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彼
ら
の
〈
直
段
〉
案
を
も
と
に
長
崎
奉
行
が
価
格
を
決
め
、
そ
れ
で
納
得
で
き
な
い
も
の
は
持
ち
帰
ら
せ
る
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
、
納
得
し
た
も
の
を
こ
の
時
設
定
さ
れ
た
市
法
会
所
が
一
括
購
入
し
た
(
唐
船
荷
物
の
三
分
の
一
は
宿
町
が
購
入
し
た
〉
。
こ
れ
を
、
過
去
の
実
績
や
現
在
の
資
金
の
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
選
抜
・
ラ
ン
ク
づ
け
さ
れ
た
市
法
貨
物
商
人
に
、
入
札
の
う
え
売
却
し
、
差
額
〈市
法
増
銀
〉
を
地
役
人
(
役
料
)
・市
法
貨
物
商
人
・
会
所
〈
諸
経
費
〉
な
ど
で
分
配
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
外
国
高
人
は
利
益
は
滅
っ
た
が
、
長
崎
の
多
く
の
地
役
人
に
は
特
権
的
な
買
物
も
認
め
ら
れ
、
ま
た
長
崎
か
ら
は
多
く
の
市
法
貨
物
商
人
が
選
ば
れ
た
〈
た
だ
し
零
細
規
模
の
者
が
多
い
〉
な
ど
、
長
崎
に
は
大
き
な
繁
栄
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
貞
享
元
(
一
六
八
四
〉
年
の
幕
府
上
使
の
長
崎
貿
易
査
察
と
貿
易
改
革
の
決
定
貞
享
二
年
、
市
法
貨
物
商
法
は
突
然
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
決
定
し
た
も
の
は
、
前
年
に
実
施
さ
れ
た
幕
府
上
使
《
9
〉
の
長
崎
査
察
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
貞
享
元
年
二
月
二
十
七
日
、
g
付
一戸
田
又
兵
衛
直
武
と
小
十
人
頭
小
田
切
喜
兵
衛
直
利
が
「為
御
使
、
長
崎
へ
被
差
遣
」
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
、
出
発
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
、
幕
府
の
上
使
が
長
崎
を
訪
れ
た
こ
と
は
、
何
度
か
あ
る
。
し
か
し
、
寛
文
・
延
宝
年
間
の
そ
れ
は
、
延
宝
九
ハ
天
和
元
日
一
六
八
一
)
年
の
将
軍
代
替
り
の
際
の
派
遣
も
ふ
く
め
、
九
州
一
世
怖
を
巡
見
す
る
途
次
、
長
崎
に
立
ち
寄
っ
た
と
い
う
ケ
l
ス
が
多
い
の
に
対
し
、
今
回
の
も
の
は
、
貿
易
改
革
実
施
を
強
く
意
図
し
た
派
遣
と
言
え
る
。
次
に
、
こ
の
上
使
二
名
の
略
歴
を
、
簡
単
に
紹
介
し
て
お
く
。
一
戸
図
は
、
明
暦
元
〈
一
六
五
五
〉
年
に
遺
跡
を
継
い
だ
後
、
御
曹
院
番
、
屋
敷
敬
、
御
徒
頭
を
経
て
、
天
和
元
〈一
六
八
一〉
年
か
ら
目
付
と
な
り
、
同
三
年
に
は
日
光
山
洪
水
巡
察
を
行
い
、
こ
の
長
崎
上
使
終
了
後
ま
も
な
く
貞
享
元
年
十
二
月
十
日
に
作
家
事
中
行
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
貞
事
四
(一
六
八
七
)
年
に
は
大
目
付
・従
五
位
下
美
作
守
と
な
っ
た
。
翌
元
禄
元
〈
一
六
八
八
〉
年
に
は
、
次
男
に
連
座
し
、
小
普
請
と
な
る
が
、
ほ
ど
な
く
許
さ
れ
、
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勘
定
奉
行
と
な
る
が
、
翌
年
、
失
敗
が
あ
り
同
職
を
辞
職
し
た
。
石
高
は
、
長
崎
上
使
の
時
点
で
千
三
百
石
で
あ
る
。
一
方
の
小
回
切
は
、
寛
文
ニ
〈
一
六
六
二〉
年
に
、
遺
跡
を
継
ぎ
、
小
普
請
と
な
っ
た
後
、
進
物
の
役
な
ど
に
な
り
、
天
和
元
年
に
は
、
四
国
・
淡
路
・
豊
前
な
ど
を
巡
見
し
て
い
る
。
そ
し
て
同
年
、
小
十
人
頭
と
な
り
、
こ
の
長
崎
上
使
終
了
後
、
こ
ち
ら
も
ほ
ど
な
い
貞
享
元
年
十
一
月
二
十
六
日
に
目
付
と
な
り
、
そ
の
後
、
大
坂
町
奉
行
・
大
目
付
・
従
五
位
下
土
佐
守
な
ど
に
な
り
、
晩
年
は
小
性
番
組
頭
と
な
る
。
石
高
は
長
崎
上
使
の
時
点
で
二
千
石
で
あ
っ
た
。
両
者
と
も
、
幕
府
の
中
下
級
の
旗
本
と
し
て
、
一
般
的
な
コ
l
ス
を
歩
ん
で
い
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
長
崎
に
お
け
る
上
使
ニ
人
の
行
動
に
つ
い
て
は
、
「
克
宝
日
記
」
に
記
事
が
見
え
る
。
上
使
ニ
名
は
、
各
三
十
六
人
引
き
連
れ
、
四
月
五
日
に
長
崎
に
到
着
、
七
月
十
日
ま
で
、
一一
一
カ
月
以
上
滞
在
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
「
長
崎
一
通
貨
物
為
吟
味
」
、
長
崎
の
地
役
人
た
ち
を
順
次
呼
ぴ
、
長
崎
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
書
い
て
提
出
さ
せ
、
ま
た
寺
社
、
鴻
番
所
、
出
島
、
船
蔵
な
ど
を
見
て
い
っ
た
。
こ
の
ほ
か
「
寛
宝
日
記
」
に
は
、
上
使
の
宿
の
隣
で
昼
間
ぼ
や
が
あ
っ
た
こ
と
、
唐
大
通
事
彰
城
仁
左
衛
門
に
唐
人
の
様
子
を
尋
ね
た
A写真耳の貿易故現Eに見る長崎奉行の位置
時
の
応
答
で
上
使
が
立
腹
し
た
こ
と
、
上
使
の
宿
修
復
の
費
用
負
担
、
長
逗
留
の
慰
労
処
置
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
年
の
外
国
船
の
初
来
は
、
オ
ラ
ン
ダ
船
が
七
月
十
四
日
、
唐
船
が
七
月
十
七
日
で
あ
り
、
上
使
在
留
中
に
は
外
国
船
は
一
一
般
も
現
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
長
崎
で
突
際
に
貿
易
の
様
子
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
上
使
二
名
は
、
八
月
七
日
に
江
戸
に
着
き
、
老
中
に
会
い
、
次
い
で
十
日
に
は
将
軍
に
拝
謁
す
る
。
そ
の
後
、
九
月
二
十
八
日
に
あ
ら
た
め
て
両
人
は
呼
び
出
さ
れ
、
将
軍
・
老
中
か
ら
「
長
崎
之
御
用
御
尋
」
ら
れ
、
十
一
月
二
十
四
日
に
は
、
両
人
が
、
寺
社
車
中
行
・
大
目
付
・
町
挙
行
・
勘
定
頭
ら
の
寄
合
〈評
定
所
会
議
)
で
、
「
(長
崎
〉
御
用
可
承
之
旨
」
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
長
崎
貿
易
改
革
が
審
議
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
人
は
江
戸
に、
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さ
て
、
こ
の
時
の
長
崎
奉
行
は
川
口
糠
左
衛
門
完
恒
・宮
披
監
物
和
康
の
二
人
で
あ
る
。
長
崎
移
行
は
、
通
常
、
一
人
は
長
崎
に
お
り
、
前
年
よ
り
江
戸
に
い
た
長
崎
奉
行
が
七
月
中
旬
に
長
崎
に
向
か
い
、
九
月
後
半
に
長
崎
で
引
き
継
ぎ
を
す
ま
せ
、
長
崎
に
い
た
方
が
十
一
月
頃
江
戸
に
着
く
と
い
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
年
は
、
江
戸
に
い
た
川
口
が
七
月
十
二
日
に
長
崎
へ
下
る
お
暇
の
将
軍
拝
礼
を
す
ま
せ
長
崎
に
出
発
、
宮
滅
が
江
戸
に
戻一
り
参
府
の
お
目
見
え
を
行
っ
た
の
が
十
一
月
一
日
で
、
こ
の
聞
の
三
か
月
半
は
江
戸
に
は
長
崎
奉
行
が
い
な
か
っ
た
。
ま
た
十
一
月
二
十
四
日
の
会
合
に
も
長
崎
事
行
は
呼
ば
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
貞
享
期
の
貿
易
改
革
は
、
長
崎
奉
行
を
は
ず
し
た
形
で
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
日
、
こ
の
評
定
所
で
の
審
議
に
つ
い
て
の
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
な
.
せ
貿
易
改
革
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
か
、
な
.
せ
長
崎
奉
行
を
関
わ
ら
せ
な
か
っ
た
か
と
い
う
点
は
、
推
測
に
よ
る
し
か
な
い
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
財
政
政
策
に
カ
を
い
れ
た
初
期
綱
吉
政
権
の
も
と
で
、
長
崎
が
華
美
に
過
ぎ
た
点
が
問
題
視
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
長
崎
の
繁
栄
を
抑
え
る
と
い
う
内
容
の
貿
易
改
革
は
、
長
崎
の
成
り
立
ち
を
考
え
る
立
場
も
も
っ
長
崎
奉
行
の
反
対
が
あ
る
と
幕
府
中
央
内向ど
で
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
貞
享
期
の
貿
易
改
革
は
、
長
崎
奉
行
を
は
ず
し
た
形
で
、
急
速
に
進
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
長
崎
奉
行
は
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
っ
た
か
、
こ
の
点
を
次
節
で
は
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
貿
易
改
革
を
め
ぐ
る
長
崎
奉
行
と
老
中
の
交
渉
(1) 
史
料
の
紹
介
貞
享
期
の
長
崎
貿
易
改
革
は
、
貞
享
元
こ
六
八
四
)
年
十
二
月
二
十
六
日
、
老
中
か
ら
江
戸
に
い
た
長
崎
奉
行
宮
嫁
監
物
に
申
し
渡
さ
れ
、
ま
た
そ
の
内
容
を
記
し
た
老
中
奉
書
が
、
翌
二
十
七
日
付
け
で
長
崎
に
い
た
長
崎
奉
行
川
口
源
左
衛
門
あ
て
に
送
ら
れ
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た
。
し
か
し
、
そ
の
改
革
内
容
の
詳
細
が
不
明
な
こ
と
、
ま
た
長
崎
の
成
り
立
ち
に
大
き
く
関
わ
る
内
容
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
長
崎
奉
行
と
老
中
の
間
で
、
貿
易
改
革
の
細
部
に
つ
い
て
、
交
渉
が
行
わ
れ
た
。
本
節
で
は
、
「
長
崎
御
役
所
留
」
〈内
閣
文
庫
所
蔵
〉
収
敏
の
こ
の
一
連
の
交
渉
の
史
料
を
紹
介
し
、
検
討
し
た
い
。
な
お
、
史
料
紹
介
中
、
A
i
D
、〈
〉
、
句
読
点
な
ど
は
、
悠
者
が
付
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
く
。
A 
貞
享
元
子
年
十
二
月
廿
七
日
、
唐
阿
蘭
陀
商
売
、
先
規
之
通
、
糸
割
符
仕
、
其
外
諸
色
は
相
対
商
売
可
申
付
旨
、
御
奉
曹
を
以
、
被
仰
下
候
。
① 
一
範
令
啓
候
。
錐
厳
然
、
之
節
候
、
公
方
様
益
御
機
嫌
能
被
成
御
座
候
之
問
、
可
心
安
候
。
将
又
、
去
十
一
日
之
容
状
・
覚
貞*期の貿易改革に見る長崎移行の位置
〈
l
v
、
遂
披
見
候
。
其
表
弁
に
隣
国
迄
別
条
無
之
由
、
得
其
意
候
。
紙
面
之
通
、
及
言
上
候
。
然
ば
、
長
崎
に
て
唐
船
・
阿
蘭
陀
商
売
之
儀
、
於
当
地
諸
奉
行
吟
味
被
仰
付
候
。
先
規
之
通
、
糸
割
符
に
仕
、
其
外
諸
色
は
相
対
商
売
可
申
付
之
旨
、
被
仰
出
候
。
因
蕊
則
、
仰
出
之
付
、
認
別
紙
差
越
候
之
問
、
可
被
得
其
意
候
。
委
細
之
畿
、
宮
城
監
物
え
も
申
渡
候
。
恐
々
謹
言
十
二
月
廿
七
日
戸
山
滅
守
忠
昌
阿
豊
後
守
正
武
大
加
賀
守
忠
朝
川
口
榎
左
衛
門
般
② 
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覚
長
崎
に
て
唐
船
・
阿
蘭
陀
商
売
之
儀
、
先
規
之
通
、
糸
割
符
に
仕
、
其
外
諸
色
は
相
対
商
売
に
可
申
付
之
。
且
文
、
御
禁
制
之
品
々
、
向
後
堅
買
取
不
申
様
可
申
付
之
候
。
切
支
丹
宗
門
之
犠
、
弥
以
可
入
念
之
由
、
被
仰
出
之
者
な
り
。
子
十
二
月
廿
六
日
③ 
以
別
紙
申
入
候
。
昨
廿
六
日
、
御
老
中
御
列
座
に
て
戸
回
山
城
守
政
被
仰
渡
候
、
長
崎
商
売
之
儀
、
先
規
之
通
、
糸
割
符
、
其
外
之
諸
色
は
相
対
商
売
仕
候
様
、
向
後
可
申
付
之
旨
被
仰
出
候
問
、
御
寄
付
之
趣
拝
見
仕
、
御
手
前
に
早
々
可
申
越
由
、
被
仰
候
問
、
可
後
得
其
意
候
。
尤
、
何
も
可
申
渡
之
候
。
則
御
寄
付
写
差
越
之
候
。
右
御
列
鹿
よ
り
寺
社
奉
行
衆
・
大
目
付
衆
・
町
奉
行
〈
2
〉
〈
3
v
貞享期の貿易改革に見る長崎奉行の位置
〈
4
V
衆
・
御
勘
頭
衆
被
罷
出
候
事
。
私
申
上
候
は
、
御
書
付
之
趣
奉
畏
候
、
御
書
付
之
内
に
少
々
相
窺
申
度
儀
御
座
候
、
追
て
奉
相
窺
之
由
申
上
侯
処
、
被
伸
出
候
儀
に
候
之
問
、
其
旨
相
守
可
然
候
、
ケ
様
に
被
仰
付
候
。
長
崎
之
も
の
共
、
致
困
窮
差
当
迷
惑
仕
候
之
段
も
被
達
上
聞
候
旨
、
豊
後
守
齢
被
仰
候
。
其
以
後
、
又
御
列
座
罷
出
、
後
仰
渡
候
趣
、
御
手
前
え
具
に
可
申
遺
候
。
糸
割
符
之
儀
は
、
来
年
よ
り
可
申
付
事
に
御
座
候
哉
と
申
上
候
之
処
、
来
年
よ
り
申
付
候
様
に
被
仰
候
。
付
て
当
年
も
近
年
に
無
之
、
冬
船
入
津
仕
、
春
船
も
可
多
様
に
唐
人
共
も
申
候
由
之
段
、
御
手
前
申
楽
候
。
若
、
左
様
に
春
船
も
傘
候
は
ば
、
少
手
廻
致
か
た
く
可
有
之
由
申
候
え
ば
、
左
様
之
時
は
長
崎
計
に
て
崎
町
明
可
然
旨
、
被
仰
候
問
、
其
御
心
得
可
有
候
事
。
御
曹
付
之
通
に
候
え
ば
、
阿
蘭
陀
間
金
も
無
之
候
。
左
様
に
候
え
ば
、
間
金
よ
り
取
来
候
給
金
・
扶
持
方
金
三
千
両
余
不
被
下
候
え
ば
、
不
罷
成
候
も
の
共
御
座
候
由
申
候
処
、
豊
後
守
殿
被
仰
候
は
先
規
無
之
人
は
止
に
仕
候
様
に
と
被
仰
候
に
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付
、
新
水
主
稼
之
儀
申
上
候
え
ば
、
跡
々
少
く
御
座
候
、
其
以
後
、
御
船
数
多
く
罷
成
候
に
付
、
取
扱
手
支
候
ゆ
へ
、
増
人
仕
候
之
由
申
上
候
、
兎
角
、
左
様
之
儀
は
、
其
分
け
を
書
付
、
重
て
申
上
候
様
に
と
彼
仰
候
事
。
先
規
糸
割
符
之
儀
、
有
婚
は
承
置
候
え
共
、
御
手
前
へ
申
趣
、
疾
之
付
取
答
、
其
上
に
て
御
窺
可
申
候
、
左
様
に
仕
候
は
ば
少
々
延
引
可
罷
成
候
、
内
々
其
御
心
得
被
遊
被
下
候
嫌
に
と
是
文
御
列
座
に
て
申
上
候
。
此
存
寄
は
最
早
取
返
難
致
事
も
可
有
之
候
問
、
御
手
前
思
召
寄
も
承
り
候
て
可
然
存
、
右
之
通
申
上
候
。
先
規
糸
割
符
之
機
子
委
御
吟
味
有
之
。
尤
、
通
詞
共
役
人
共
取
前
之
儀
迄
御
寄
付
候
て
、
御
手
前
思
召
寄
之
段
は
、
張
札
に
被
成
候
、
差
越
可
有
之
候
。
於
愛
許
、
拙
者
存
寄
も
候
は
ば
、
加
筆
可
仕
候
事
。
以
上
。
十
二
月
廿
七
日
宮
域
監
物
印
川
口
源
左
衛
門
殿
貞李英高の貿易改革に見る長崎移行の位置t
〈
l
v
〈
2
V
〈
3
〉
B 〈l
v
〈
2
V
〈
3
v ④ 
此
付
、
町
年
寄
・
常
行
司
相
渡
之
閥
、
町
外
え
相
触
之
候
。
今
度
後
仰
出
候
異
国
商
売
御
仕
置
之
品
開
、
向
後
竪
く
相
守
、
準
先
規
可
ゆ
事
。
御
停
止
物
弥
入
念
可
申
事
。
不
依
何
事
、
密
々
に
て
先
規
無
之
新
法
一
切
仕
間
敷
事
。
附
、
異
国
人
は
不
及
申
、
諸
国
対
商
人
非
義
之
仕
方
間
敷
事
。
丑
二
月
五
日
右
之
通
、
町
中
之
者
共
急
度
可
相
守
之
候
、
弁
諸
国
商
人
入
込
候
節
申
含
之
、
若
違
背
之
者
於
有
は
、
可
為
曲
事
者
也
。
川
口
源
左
衛
門
貞
享
二
丑
年
二
月
廿
日
、
糸
割
符
之
儀
に
付
伺
害
、
御
老
中
御
加
筆
有
之
、
宮
披
監
物
よ
り
右
差
越
事
。
① 
一
月
廿
日
之
伺
宮
、
御
加
筆
有
之
。
党
〈
麻
・
剛
院
〉
糸
割
符
之
儀
、
先
規
之
通
、
江
戸
・
京
・
大
坂
・
長
崎
五
ケ
所
え
可
後
下
候
之
哉
之
事
。
先
規
之
通
り
可
然
候
。
御
納
戸
方
・
呉
服
所
・
御
細
工
方
之
者
共
へ
は
、
割
符
之
外
に
唯
今
迄
之
通
、
可
後
下
哉
之
事
。
市
法
以
後
始
候
儀
候
問
、
古
来
割
符
之
外
、
無
用
に
候
。
阿
蘭
陀
持
渡
諸
色
、
先
規
相
対
之
時
は
入
札
に
て
商
売
仕
候
。
旧
例
之
通
り
、
可
申
付
哉
之
事
。
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但
、
旧
例
之
通
り
入
札
可
然
候
。
乍
然
、
無
筋
目
入
札
之
者
有
之
候
は
、
可
有
余
犠
候
。
其
上
、
不
届
之
控
は
可
為
曲
背
中
事
。
前
身
も
異
国
よ
り
持
渡
候
荷
物
質
取
候
代
之
畿
は
、
阿
部
陀
方
へ
は
金
子
、
唐
人
方
へ
は
銀
子
に
て
相
渡
候
。
向
後
も
是
通
可
申
付
哉
之
事
。
前
々
之
通
、
可
然
候
。
阿
蘭
陀
方
へ
金
子
に
て
相
渡
候
は
両
替
之
接
、
日
本
時
之
相
場
を
以
、
と
り
や
り
可
申
付
候
哉
。
跡
々
も
六
姶
入
匁
に
候
例
も
御
座
候
。
如
何
可
仕
哉
之
事
。
金
両
替
直
段
六
拾
八
匁
に
仕
、
開
銀
は
長
崎
町
中
割
取
可
申
候
。
間
金
相
止
候
え
ば
、
出
組
問
口
銭
銀
計
に
て
は
、
長
崎
諸
役
人
苦
、
忍
銀
之
義
は
、
先
規
之
通
に
唐
人
方
よ
り
為
出
可
申
哉
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之
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。
不
入
役
人
除
之
、
給
金
を
滅
、
口
銭
に
て
純
明
候
様
可
然
候
。
附
紙
御
加
筆
に
て
難
呑
込
候
故
、
唐
通
事
忍
銀
之
儀
申
上
候
え
共
、
古
来
之
通
り
唐
人
方
よ
り
受
用
仕
ら
せ
候
様
に
て
被
仰
候
。
先
規
糸
割
符
之
時
分
は
糸
之
直
段
四
五
月
こ
ろ
に
元
直
段
相
極
、
其
直
段
を
以
翌
年
四
五
月
頃
迄
は
買
取
申
候
。
就
夫
、
異
国
人
共
其
心
得
仕
、
直
段
相
極
候
時
分
は
糸
少
分
に
持
渡
り
直
段
相
極
さ
せ
、
其
己
後
大
分
に
積
渡
故
、
割
符
之
者
ど
も
買
取
候
儀
不
罷
成
事
も
御
座
候
。
向
後
は
日
本
之
相
場
を
相
考
、
船
壱
般
宛
其
時
に
歪
て
相
極
候
様
申
付
可
然
と
器
存
候
之
事
。
古
来
如
糸
割
符
之
時
、
先
申
付
可
然
候
。
附
紙
此
ケ
条
、
重
て
別
紙
有
之
〈
8
V
貞享期の貿易改革に見る長崎奉行の位1
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〈
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五
ケ
所
へ
大
割
之
儀
は
、
御
下
知
次
第
御
座
候
。
小
割
之
配
分
仕
儀
は
、
五
ケ
所
其
所
之
奉
行
了
簡
を
以
申
付
け
候
様
可
被
仰
付
哉
。
長
崎
者
共
は
、
外
之
商
売
も
無
御
座
、
貨
物
取
候
類
を
以
、
相
続
罷
在
候
者
共
に
て
御
座
候
え
ば
、
只
今
迄
貨
物
取
釆
候
者
ど
も
え
、
高
に
応
じ
少
宛
も
配
当
申
付
度
存
候
事
。
小
割
之
儀
も
古
来
糸
如
割
符
之
時
申
付
可
然
、
市
法
以
後
之
小
わ
り
は
無
用
に
候
。
附
紙
此
御
加
筆
難
呑
込
候
ゆ
へ
、
重
て
伺
、
別
紙
有
之
。
蔵
口
銭
之
儀
、
只
今
迄
は
壱
貫
自
に
付
五
拾
目
宛
、
日
本
商
人
出
之
候
。
向
後
は
壱
貫
自
に
付
百
g
宛
に
可
申
付
哉
。
左
候
え
ば
、
唐
人
元
直
段
も
其
心
得
仕
、
下
直
に
直
入
仕
候
ゆ
へ
、
少
之
事
な
が
ら
異
国
へ
金
銀
参
候
事
滅
申
候
問
、
其
通
可
申
付
哉
之
事
。
蔵
口
銭
之
儀
も
古
如
糸
割
符
之
時
可
然
候
。
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先
規
も
江
戸
・
京
・
堺
・
大
坂
よ
り
、
割
符
為
惣
代
、
糸
宿
老
と
ゆ
弐
三
人
宛
、
毎
年
長
崎
へ
罷
下
、
町
年
寄
容
共
立
合
、
白
糸
の
元
直
段
相
極
、
其
僧
銀
惣
代
之
者
共
支
配
仕
、
割
符
仲
間
之
者
え
配
分
仕
候
。
向
後
も
右
之
通
被
仰
付
候
様
支
仕
度
候
事
。糸
宿
老
之
儀
は
、
四
所
面
々
よ
り
可
被
差
図
候
。
小
割
之
官
帯
は
、
糸
凡
高
を
以
割
可
申
候
。
於
長
崎
唯
今
迄
札
宿
老
申
付
字
野
九
兵
衛
・
大
塚
三
郎
右
衛
門
、
商
売
之
儀
功
者
に
御
座
候
問
、
此
商
人
を
糸
宿
老
に
申
付
、
四
ケ
所
之
者
ど
も
立
合
、
糸
之
元
直
段
相
極
、
其
上
に
て
町
年
寄
ど
も
へ
申
聞
候
様
、
可
被
申
付
哉
市
中
。
札
宿
老
之
儀
、
古
来
糸
割
符
之
時
無
之
事
候
問
、
無
用
候
。
御
納
戸
方
号
服
所
所
共
へ
、
唯
今
迄
は
御
用
之
端
物
・
巻
物
、
入
津
之
節
撰
世
相
渡
之
候
。
向
後
も
其
通
可
仕
候
哉
。
直
段
之
犠
は
其
時
々
立
直
段
に
相
渡
さ
せ
可
申
哉
之
官
申
〈
日
〉
〈
M
V
〈
日
H
V
貞享期の貿易改革に見る長崎奉行の位置
御
納
戸
よ
り
直
に
相
達
被
召
上
候
物
は
各
別
。
呉
服
所
之
者
共
、
調
候
品
々
撰
置
候
儀
、
無
用
に
候
。
先
規
も
割
符
之
時
分
は
、
四
ケ
所
よ
り
割
符
取
共
毎
年
七
月
五
日
限
に
長
崎
え
参
掛
候
様
に
被
仰
出
之
。
若
、
右
之
日
限
遅
参
候
輩
御
座
候
は
ば
、
割
符
取
上
候
様
被
仰
付
候
。
向
後
も
右
之
通
、
被
仰
付
候
之
様
仕
度
候
事
長
崎
え
参
候
揃
日
限
之
儀
、
古
来
糸
割
符
之
時
可
然
候
。
糸
之
分
割
符
に
被
仰
付
候
は
ば
、
白
糸
・
弁
柄
糸
弐
色
は
五
ケ
所
へ
割
符
被
下
、
其
外
下
糸
之
分
は
不
残
、
長
崎
町
中
割
符
に
被
仰
付
候
之
織
仕
度
事
存
候
事
。
糸
之
分
は
何
い
と
に
て
も
不
残
五
ケ
所
え
割
符
可
然
候
。
唐
船
商
売
仕
掛
候
か
ま
た
は
日
本
人
代
銀
滞
申
候
節
は
、
御
定
に
相
違
候
共
越
年
可
申
付
哉
之
事
。
御
大
法
之
通
に
候
。
乍
然
、
無
拠
子
細
有
之
時
は
、
奉
公
人
見
計
次
第
、
越
年
も
苦
ケ
間
敷
候
。
以
上
。
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此
本
容
は
阿
部
豊
後
守
政
へ
差
上
伺
直
候
に
付
、
御
認
替
被
遣
候
。
併
、
地
下
八
朔
之
御
下
知
有
之
候
に
付
、
為
後
証
文
写
入
置
之
。
長
崎
両
奉
行
② 
度
々
に
は
拝
借
被
仰
付
間
敷
候
。
〈
l
v
先
規
は
唐
船
に
積
渡
候
端
物
・
巻
物
十
分
一
受
用
仕
候
由
及
承
候
。
然
共
、
唐
人
方
よ
り
受
用
仕
候
畿
は
不
宜
存
候
段
、
先
奉
行
申
上
、
其
節
相
止
候
。
其
以
後
は
毎
年
御
役
所
へ
罷
越
候
時
分
、
於
江
戸
千
両
宛
拝
借
被
仰
付
、
諸
事
支
配
等
仕
候
之
処
、
市
法
以
来
は
諸
国
よ
り
長
崎
へ
参
集
候
貨
物
割
符
之
も
の
共
、
八
朔
之
礼
仕
度
よ
し
相
願
之
候
付
て
御
伺
申
上
、
廿
《
通
に
相
定
候
。
然
共
、
銘
々
持
参
候
は
ば
、
我
尚
唱
に
音
物
重
く
罷
成
ベ
く
と
存
故
、
会
所
に
て
割
取
候
増
銀
之
内
に
て
惣
貞享期の貿易改革に見る長崎孝行の位tl
売
高
之
積
り
相
考
、
壱
貫
自
に
付
五
匁
づ
っ
之
積
り
に
相
定
置
、
毎
年
奉
行
彦
府
之
節
御
伺
申
上
、
以
御
下
知
受
用
仕
候
。
依
之
、
毎
年
之
拝
借
は
相
止
申
候
。
然
共
、
御
役
被
仰
付
、
初
て
御
役
所
え
罷
越
候
年
計
、
千
両
宛
拝
借
後
仰
付
候
古
学
。
先
如
古
来
可
被
仕
候
。
〈
2
V
阿
蘭
陀
方
よ
り
端
物
・
柄
鮫
入
淳
之
刻
、
為
八
朔
礼
持
参
申
候
事
。
同
〈
3
V
唐
船
頭
共
、
帰
帆
迄
は
長
崎
在
留
仕
、
日
本
人
間
前
に
支
配
諦
申
事
に
候
え
ば
、
八
朔
之
礼
申
度
よ
し
相
願
候
付
て
、
其
趣
申
上
候
処
、
軽
く
申
付
ベ
く
之
由
御
下
知
を
以
、
高
木
作
右
衛
門
・
末
次
平
蔵
致
吟
味
、
船
々
よ
り
売
高
に
応
じ
、
縮
緬
弐
巻
か
又
は
倫
子
・
む
り
や
う
杯
弐
巻
ほ
ど
宛
、
其
節
よ
り
至
今
更
、
請
用
仕
候
事
。
同
断
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〈
4
V
地
ド
之
八
朔
も
、
先
規
は
色
ロ
聞
に
て
受
用
仕
候
え
共
、
是
ま
た
説
増
に
心
懸
ゆ
へ
重
く
罷
成
候
に
付
、
市
法
伝
来
は
其
人
之
分
限
に
応
じ
、
金
子
又
は
銀
子
に
て
受
用
候
事
。
以
上
。
一
月
廿
B
此
御
加
筆
之
趣
に
て
は
碇
と
呑
込
不
申
候
。
然
共
自
分
取
前
之
儀
故
、
即
刻
に
窺
直
事
、
如
何
候
、
先
致
延
引
候
。
此
度
被
差
越
候
。
唐
人
共
願
掛
御
自
候
節
、
弥
相
伺
可
申
候
。
C 
点
事
ニ
丑
年
五
月
、
長
崎
奉
行
へ
唐
人
・
阿
蘭
陀
人
よ
り
八
朔
仕
候
に
付
、
阜
日
物
之
儀
に
付
、
宮
城
監
物
よ
り
之
別
紙
弁
音
物
之
書
付
。
① 
〈
l
v
〈
2
V
貞享期の貿易改革に見る長崎君修行の位置
〈
3
v
以
別
紙
申
入
之
候
。
先
日
度
身
被
差
越
之
候
、
当
年
入
津
之
壱
番
船
よ
り
十
弐
番
船
迄
之
唐
人
共
、
願
之
書
付
、
一
昨
サ
目
、
御
老
中
御
列
座
に
て
奉
入
御
披
見
候
之
処
、
古
来
之
通
り
可
然
よ
し
、
被
仰
候
故
、
先
日
拙
者
申
上
候
十
分
一
之
事
、
大
前
之
儀
、
牛
込
時
楽
致
物
語
承
置
、
卒
に
書
上
申
候
。
此
度
、
唐
通
詞
共
、
市
法
以
前
之
儀
書
付
出
候
に
付
、
従
御
手
前
被
差
越
候
旨
申
上
之
、
通
詞
共
よ
り
之
諮
付
も
懸
御
目
申
候
処
、
先
規
之
通
可
然
白
被
仰
候
事
。
右
之
通
に
付
、
唐
人
方
弁
阿
蘭
陀
人
よ
り
、
拙
者
共
へ
八
朔
礼
物
之
儀
書
付
一
通
に
相
認
、
奉
入
御
覧
、
則
豊
後
守
政
御
奥
書
被
成
御
渡
候
。
弥
先
規
之
通
可
然
自
被
仰
候
。
右
之
宮
付
写
壱
通
差
越
之
候
問
、
可
被
得
其
意
候
。
本
書
は
御
継
飛
脚
之
刻
、
可
被
遺
候
。
阿
蘭
陀
方
へ
之
儀
は
、
先
日
従
御
手
前
被
申
聞
候
通
書
載
申
候
。
定
て
阿
蘭
陀
人
も
願
可
申
出
哉
と
存
候
之
問
、
金
杯
も
止
不
申
候
え
ば
、
左
様
に
も
難
致
可
有
之
哉
、
書
付
よ
り
少
分
に
請
用
仕
候
段
は
最
早
御
窺
に
も
-109-
及
間
敷
か
と
存
候
。
重
て
御
手
前
御
参
府
之
時
分
、
其
わ
け
可
申
上
可
然
存
候
。
先
日
御
加
筆
被
遊
候
、
拙
者
ど
も
取
前
之
寄
付
は
、
此
度
之
書
付
と
引
か
へ
、
豊
後
守
般
へ
返
進
可
仕
旨
被
仰
候
問
、
重
て
宿
次
之
節
、
御
越
可
有
之
候
事
。
高
木
彦
右
衛
門
・
高
嶋
四
郎
兵
衛
手
代
為
被
下
鉄
持
方
之
儀
、
先
頃
申
入
候
通
、
服
部
六
左
衛
門
御
蔵
よ
り
請
取
候
様
被
仰
渡
候
。
則
、
六
左
衛
門
え
之
御
証
文
写
仕
進
之
候
。
六
左
え
は
、
登
る
御
継
飛
脚
之
節
、
御
証
文
写
可
遣
之
候
。
委
細
は
御
手
前
よ
り
可
被
申
談
候
。
御
証
文
御
家
書
は
、
拙
者
龍
下
候
時
分
、
持
参
可
相
渡
由
、
六
左
え
拙
者
方
よ
り
可
申
越
之
候
。
御
証
文
一
昨
廿
自
に
被
下
候
。
右
之
被
仰
渡
は
四
月
に
て
御
座
候
。
就
夫
、
月
付
之
事
候
は
て
、
先
月
被
仰
渡
候
問
、
尤
四
月
よ
り
之
御
扶
持
請
取
可
然
と
存
候
。
其
段
、
六
左
に
可
有
御
申
合
候
。
今
年
よ
り
始
て
請
取
申
事
候
え
ば
、
御
勘
定
頭
衆
よ
り
添
状
可
被
仕
候
と
相
談
候
は
ば
処
、
此
御
証
文
之
上
に
て
添
状
に
も
不
及
由
、
御
勘
定
頭
衆
被
申
候
之
問
、
左
様
御
心
得
可
有
之
候
事
。
以
上
。
点事期の貿易改革に見る長崎容行の位償
五
月
廿
二
日
宮
城
監
物
川
口
源
左
衛
門
殿
② 
阿
豊
後
守
般
御
加
箪
有
之
。
唐
人
・
阿
蘭
陀
八
朔
礼
音
物
之
書
付
市
法
前
両
容
行
人
え
唐
人
・
阿
蘭
陀
八
朔
之
礼
仕
候
時
、
音
物
之
覚
〈
l
v
唐
人
方
は
、
売
高
銀
百
貨
自
に
付
、
八
百
六
拾
目
積
、
端
物
に
て
差
出
候
。
但
、
両
奉
行
長
崎
に
在
地
仕
候
え
ば
、
右
之
礼
物
ニ
ケ
に
分
、
差
出
申
候
事
。
A
2
V
 
阿
蘭
陀
方
は
、
銀
四
拾
貫
目
文
は
三
姶
五
六
貫
目
之
積
り
、
端
物
・
巻
物
に
て
、
両
奉
行
え
差
出
之
候
之
官
事
。
以
上
。
-110ー
此
御
加
筆
は
、
御
老
中
よ
り
被
遊
、
豊
後
守
殿
御
渡
被
成
候
。
省
之
両
線
、
先
規
之
通
、
可
然
候
。
五
月
廿
日
〈南
蛮
船
渡
来
関
係
、
唐
人
邪
書
持
渡
関
係
・
唐
人
文
官
・
武
官
渡
来
関
係
・
服
思
令
の
部
分
略
〉
D 
貞
享
三
年
五
月
廿
九
日
、
入
津
之
唐
人
共
、
先
規
之
通
、
音
物
仕
度
旨
、
依
願
江
戸
え
申
上
候
処
、
吟
味
之
上
、
願
之
通
可
差
免
旨
、
寅
五
月
十
日
、
於
御
列
座
、
川
口
源
左
衛
門
被
仰
渡
候
趣
申
越
候
。
錐
然
、
当
寅
年
之
儀
は
先
、
奉
行
心
得
を
以
、
差
免
之
由
、
唐
人
と
も
へ
申
渡
候
事
。
〈
l
〉
貞ヨ事期の貿易改革に見る長崎泰行の位置
〈
2
〉
〈
3
v
〈
4
V ① 
以
別
紙
申
入
之
候
。
今
年
入
津
之
唐
人
共
、
如
諸
方
之
音
物
仕
度
旨
、
御
手
前
へ
相
願
之
付
、
従
先
規
免
来
た
る
事
に
候
問
、
唐
人
共
願
候
通
尤
被
存
候
之
条
、
御
老
中
へ
御
内
意
奉
伺
可
申
入
旨
、
四
月
朔
臼
之
別
紙
被
申
越
之
趣
、
御
老
中
。へ
逸
々
申
上
之
。
其
許
よ
り
之
別
紙
、
奉
入
御
披
見
候
処
、
御
定
高
之
内
に
て
音
物
仕
候
え
ば
何
之
障
も
無
之
事
に
候
、
外
に
差
免
侯
儀
は
紛
敷
〈
マ
て
信
川字
V
事
と
被
思
召
候
旨
被
仰
関
候
候
旨
、
被
伸
聞
候
に
付
、
唐
人
音
物
之
儀
は
、
先
規
相
対
之
時
分
よ
り
、
売
高
之
外
に
唐
人
共
心
次
第
仕
来
り
、
其
例
を
以
、
市
法
之
内
も
遂
吟
味
、
差
免
之
候
。
尤
、
其
節
も
売
高
に
は
入
不
申
事
に
候
え
ば
、
此
度
御
免
被
遊
候
と
て
も
、
売
高
に
は
入
不
申
候
故
、
被
仰
出
候
御
定
高
に
障
申
儀
は
無
御
座
候
段
申
上
、
音
物
之
訳
け
委
細
書
付
仕
奉
御
披
見
候
処
、
去
十
日
、
御
列
座
豊
後
守
殿
被
仰
渡
候
は
、
唐
人
音
物
之
儀
、
備
前
守
殿
も
被
遊
御
相
談
候
、
-111ー
紛
敷
事
之
様
に
は
被
思
召
候
え
共
、
御
手
前
拙
者
紛
鋪
無
之
と
存
、
奉
願
儀
に
候
故
、
於
然
は
、
音
物
之
事
遂
吟
味
可
差
免
候
。
皐
寛
、
被
仰
出
候
御
定
高
之
外
、
異
国
え
金
銀
多
遺
候
様
に
成
行
候
て
は
、
大
切
成
義
候
問
、
両
奉
行
越
度
に
可
罷
成
候
之
条
、
随
分
入
念
左
様
無
之
様
に
相
考
、
尤
、
市
法
之
時
よ
り
音
物
減
少
仕
可
申
付
旨
、
御
手
前
え
も
委
細
に
可
申
遺
旨
被
仰
渡
候
問
、
被
得
其
意
、
弥
以
念
入
候
様
に
、
通
詞
共
其
外
之
役
人
え
も
急
度
可
被
申
付
候
事
。
市
法
之
内
遂
吟
味
音
物
差
免
之
候
准
例
、
町
年
寄
共
方
に
て
吟
味
可
申
付
候
。
今
穫
は
市
之
時
分
よ
り
在
津
之
唐
人
数
多
候
え
ば
、
市
法
之
内
免
候
高
よ
り
は
壱
人
前
に
付
滅
候
て
、
兎
角
昔
物
之
高
多
く
不
罷
成
様
に
被
申
訳
候
畿
、
肝
要
に
存
候
幕
。
立
因
物
之
訳
書
付
候
て
、
御
老
中
へ
掛
御
自
候
写
、
為
御
心
得
、
差
遣
候
問
、
御
盤
見
可
有
之
候
之
事
。
御
存
知
之
通
り
、
音
物
に
請
候
品
々
、
小
宿
ど
も
売
払
之
節
、
自
然
に
は
唐
人
え
銀
子
に
て
少
々
は
為
取
候
犠
も
有
之
様
、
兼
て
相
問
、
尤
、
其
共
当
分
之
遺
捨
に
罷
成
、
異
国
え
持
渡
候
銀
子
に
て
も
無
之
候
え
ば
、
脇
々
に
て
紛
敷
、
様
々
風
間
貞*Jt1Iの貿易改革に見る長崎移行の位置
も
候
え
ば
、
如
何
候
問
、
向
後
は
小
宿
共
唐
人
え
銀
子
に
て
遺
候
義
竪
く
不
仕
候
様
に
被
申
付
可
然
候
。
左
候
は
ば
、
弥
以
、
む
.
さ
と
は
銀
子
に
て
遺
候
儀
も
仕
兼
可
申
候
。
伺
れ
の
道
に
も
態
様
に
被
相
考
、
不
及
臨
・
候
ど
も
、
急
度
可
被
申
渡
候
事
。
以
上
。
五
月
十
六
日
川
口
源
左
衛
門
宮
城
監
物
厳
そ
れ
で
は
、
項
を
あ
ら
た
め
、
こ
の
変
渉
の
中
身
を
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
内
容
の
検
討
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(2) 
ま
ず
、
A
の
部
分
か
ら
見
て
い
く
。
A
①
は
、
長
崎
に
い
る
長
崎
奉
行
川
口
に
あ
て
た
老
中
海
中
古
で
、
「
於
当
地
諸
奉
行
吟
味
被
仰
付
」た
結
果
、
「先
規
之
通
、
糸
割
符
に
仕
、
其
外
諸
色
は
相
対
商
売
」
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
記
さ
れ
て
い
る
。
A
②
は
、
こ
の
貿
易
改
革
の
本
文
。
禁
制
口
聞
の
輸
入
の
禁
止
、
キ
リ
シ
タ
ン
取
り
締
ま
り
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
A
③
は
在
江
戸
の
長
崎
奉
行
宮
城
か
ら
、
在
長
崎
の
長
崎
奉
行
川
口
へ
の
、
こ
の
貿
易
改
革
に
対
す
る
報
告
・相
談
で
あ
る
。
条
目
で
は
、
こ
の
申
し
渡
し
が
、
老
中
・
寺
社
奉
行
・
大
目
付
・
町
奉
行
・
勘
定
奉
行
と
い
っ
た
、
幕
府
評
定
所
メ
ン
バ
ー
列
席
の
も
と
、
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
二
条
目
で
は
、
長
崎
奉
行
が
老
中
に
貿
易
改
革
の
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
点
が
あ
る
の
で
後
で
述
べ
た
い
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、
将
軍
か
ら
の
命
令
な
の
で
し
っ
か
り
守
る
よ
う
に
、
長
崎
町
人
の
当
座
の
困
窮
に
つ
い
て
は
将
軍
も
わ
か
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
、
そ
の
後
、
糸
割
符
仕
法
は
来
年
〈貞
享
二
H
一
六
八
五
〉
か
ら
始
め
る
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
近
年
唐
船
が
多
数
来
航
し
て
お
り
、
春
船
が
多
く
来
れ
ば
す
ぐ
に
貿
易
改
革
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
長
崎
奉
行
は
意
見
を
述
べ
、
そ
の
場
合
は
長
崎
の
方
の
判
断
で
う
ま
く
い
く
よ
う
に
や
る
よ
う
に
と
老
中
は
答
え
て
い
る
。
老
中
が
、
貿
易
改
革
令
遵
守
の
原
則
を
述
べ
な
が
ら
、
特
別
の
場
合
に
お
い
て
は
長
崎
奉
行
の
裁
量
を
認
め
て
い
る
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
三
条
目
は
、
阿
蘭
陀
間
金
廃
止
の
場
合
、
や
っ
て
い
け
な
く
な
る
長
崎
地
役
人
の
問
題
で
あ
る
。
以
前
無
か
っ
た
役
職
は
廃
止
す
る
と
い
う
の
が
原
則
だ
が
、
交
渉
の
結
果
、
水
主
の
よ
う
に
特
に
必
要
が
あ
っ
て
増
員
さ
れ
た
役
職
な
ど
は
そ
の
事
情
を
上
申
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
四
条
目
は
、
先
規
糸
割
符
の
例
を
長
崎
に
照
会
し
た
う
え
で
、
あ
ら
た
め
て
伺
い
を
出
す
と
老
中
に
述
べ
た
こ
と
、
そ
の
た
め
先
規
糸
割
符
に
つ
い
て
、
以
前
の
役
人
な
ど
か
ら
事
情
徴
収
し
、
通
調
な
ど
の
畑
町
分
、
川
口
の
意
見
を
併
せ
送
っ
て
ほ
し
い
と
し
て
い
る
。
A
④
は
、
二
月
五
日
に
長
崎
で
出
さ
れ
た
町
触
で
あ
る
。
三
条
自
の
「先
規
無
之
新
法
一
切
仕
間
敷
」
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
次
に
、
B
の
部
分
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
B
①
は
、
糸
割
符
を
中
心
と
す
る
新
貿
易
仕
法
の
内
容
に
つ
い
て
、
長
崎
-113-
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奉
行
宮
城
の
伺
い
に
対
し
、
老
中
阿
部
か
ら
回
答
公
子
下
げ
部
分
。
本
史
料
は
「
写
」
で
あ
る
た
め
、
伺
の
部
分
と
回
答
の
部
分
で
筆
跡
の
違
い
は
無
い
。
以
下
同
じ
)
さ
れ
た
も
の
で
、
実
際
に
は
、
勘
定
奉
行
等
で
審
議
さ
れ
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
回
答
で
納
得
で
き
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
再
伺
さ
れ
た
。
②
は
、
長
崎
奉
行
が
受
け
る
八
朔
礼
に
つ
い
て
の
伺
い
と
回
答
で
あ
る
。
B
①
の
一
条
目
は
糸
割
符
の
配
分
に
つ
い
て
。
回
答
は
、
以
前
の
糸
割
符
の
時
同
様
、
五
ケ
所
へ
配
分
す
る
よ
う
に
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ニ
条
目
は
御
納
戸
方
・
呉
服
所
・
細
工
方
へ
の
糸
〈
の
利
潤
〉
給
付
に
つ
い
て
。
回
答
は
、
こ
れ
は
市
法
貨
物
商
法
期
以
後
に
始
ま
っ
た
も
の
な
の
で
、
無
用
と
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
後
、
呉
服
所
〈呉
服
師
六
軒
仲
間
〉
は
、
古
来
か
ら
の
糸
割
符
関
門
u
v
係
者
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
利
銀
配
分
に
あ
ず
か
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
三
条
自
は
オ
ラ
ン
ダ
方
輸
入
品
の
商
売
方
法
に
つ
い
て
。
回
答
は
、
相
対
貿
易
時
代
の
通
り
入
札
と
す
る
こ
と
、
た
だ
し
秩
序
正
し
く
行
い
、
不
届
き
な
者
は
厳
罰
に
処
す
る
よ
う
に
と
し
て
い
る
。
四
条
目
は
外
国
商
人
へ
の
支
払
い
に
つ
い
て
。
回
答
は
、
従
来
通
り
、
オ
ラ
ン
ダ
方
へ
は
金
で
、
唐
人
方
へ
は
銀
で
、
支
払
う
よ
う
に
と
し
て
い
る
。
五
条
目
は
オ
ラ
ン
ダ
方
支
払
い
の
際
の
金
銀
交
換
相
場
お
よ
び
そ
こ
か
ら
生
ず
る
間
金
に
F実家期の貿易改革に見る長崎型軽行の位1.1
つ
い
て
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
A
③
二
条
自
に
も
ふ
れ
ら
れ
て
い
た
が
、
結
局
、
金
一
両
H
銀
六
十
八
匁
と
し
、
園
内
交
換
相
場
の
差
額
〈
お
よ
そ
一
両
に
付
、
銀
十
匁
ほ
ど
〉
を
、
長
崎
町
中
に
配
分
す
る
よ
う
に
と
い
う
回
答
に
な
っ
た
。
こ
の
相
場
と
間
金
配
分
の
先
例
は
、
寛
文
四
1
六
〈
一
六
六
四
l
一
六
六
六
〉
年
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
六
条
聞
は
、
間
金
廃
止
の
場
合
の
長
崎
地
役
人
の
役
料
に
つ
い
て
。
前
条
で
間
金
は
存
続
と
な
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
、
不
要
な
役
人
を
滅
ら
し
口
銭
銀
で
役
料
を
ま
か
な
う
よ
う
に
と
い
う
原
則
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
忍
銀
」
に
つ
い
て
の
再
伺
に
つ
い
て
は
、
古
来
の
通
り
の
受
用
と
し
て
い
る
。
七
条
目
は
、
糸
割
符
廃
止
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
こ
節
参
照
)
、
外
国
商
人
か
ら
購
入
す
る
糸
価
格
の
決
定
方
法
に
つ
い
て
。
こ
こ
で
は
、
長
崎
奉
行
宮
嫌
が
、
以
前
の
価
格
決
定
方
法
の
不
備
を
指
摘
し
、
日
本
の
相
場
を
勘
案
し
、
一
般
ご
と
に
価
格
を
決
定
す
る
よ
う
、
改
善
案
を
進
言
し
て
い
る
が
、
回
答
は
ま
ず
は
以
前
の
時
と
同
じ
よ
う
に
や
っ
て
み
る
よ
う
に
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
-114-
は
、
最
終
的
に
は
、
夏
期
・
秋
期
・
春
期
と
時
期
ご
と
に
糸
の
購
入
高
を
決
め
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
船
一
般
ご
と
に
、
園
内
相
場
も
考
慮
し
つ
つ
、
糸
価
格
を
決
定
す
る
よ
う
に
改
め
ら
れ
た
。
長
崎
港
行
の
主
張
が
か
な
り
取
り
入
れ
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
な
お
、
附
紙
部
分
は
、
伺
文
の
一
行
目
と
二
行
自
の
間
(
こ
こ
で
は
「
四
五
月
こ
ろ
に
」
の
後
〉
に
密
か
れ
て
い
る
が
、
便
宜
上
、
回
答
の
終
八
条
目
は
、
糸
割
符
で
五
ケ
所
配
分
さ
れ
た
利
潤
を
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
で
ど
う
分
配
す
る
か
に
つ
い
て
。
長
崎
奉
行
は
、
こ
れ
は
各
地
の
奉
行
の
判
断
で
よ
い
の
か
、
長
崎
で
は
、
貿
易
以
外
の
産
業
が
な
い
と
い
う
状
況
を
考
え
、
市
法
貨
物
わ
り
に
も
っ
て
き
た
。
商
法
期
の
市
法
貨
物
商
人
な
ど
に
も
利
潤
を
配
分
し
た
い
と
し
て
い
る
が
、
回
答
は
、
以
前
の
糸
割
符
の
時
同
様
と
し
、
市
法
貨
物
商
法
期
以
後
の
配
分
(
方
式
〉
は
無
用
と
し
て
い
る
。
こ
の
回
答
に
つ
レ
て
は
、
あ
ら
た
め
て
伺
い
を
出
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
九
条
目
は
、
日
本
商
人
が
船
宿
に
支
払
う
蔵
口
銭
に
つ
い
て
。
長
崎
奉
行
は
、
蔵
口
一
銭
を
上
げ
れ
ば
、
日
本
商
人
が
そ
の
分
唐
人
か
ら
の
購
入
価
格
を
低
く
抑
え
、
わ
ず
か
ば
か
り
で
も
唐
人
へ
の
支
払
の
ハ
H
海
外
へ
流
出
す
る
)
金
銀
が
減
る
で
あ
ろ
う
と
進
言
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
回
答
は
、
以
前
の
糸
割
符
の
時
同
様
に
す
る
よ
う
に
と
し
て
い
る
。
十
条
目
は
、
四
都
市
よ
り
出
さ
れ
た
糸
割
符
の
実
務
を
司
る
糸
宿
老
と
各
都
市
で
の
配
分
に
つ
い
て
。
回
答
は
、
四
都
市
そ
れ
ぞ
れ
の
指
示
で
行
う
こ
と
、
小
割
配
分
は
糸
高
を
基
準
に
行
う
よ
う
に
と
し
て
い
る
。
十
一
条
目
は
、
長
崎
札
宿
老
二
名
の
処
遇
に
つ
い
て
。
商
売
が
う
ま
い
の
で
、
糸
宿
老
に
し
た
い
と
い
う
長
崎
奉
行
の
提
案
に
対
し
、
以
前
の
糸
割
符
の
時
に
は
札
宿
老
は
な
か
っ
た
の
で
、
無
用
で
あ
る
と
回
答
さ
れ
て
い
る
。
十
二
条
目
は
、
幕
府
納
戸
方
・
呉
服
所
の
御
用
端
物
の
特
権
的
購
入
に
つ
い
て
。
納
戸
か
ら
の
直
接
の
注
文
ロ
聞
は
特
別
扱
い
だ
が
、
呉
服
所
の
調
達
品
に
つ
い
て
は
特
に
船
の
入
津
時
選
ば
せ
る
必
要
は
な
い
と
回
答
さ
れ
て
い
る
。
十
三
条
目
は
糸
割
符
商
人
の
長
崎
参
着
目
に
つ
い
て
。
以
前
の
糸
割
符
の
時
同
様
、
七
月
五
日
ま
で
に
長
崎
に
来
る
よ
う
に
と
回
答
さ
れ
て
い
る
。
十
四
条
目
は
、
糸
割
符
の
対
象
と
な
る
糸
の
種
類
と
利
銀
配
分
に
つ
い
て
。
長
崎
奉
行
は
白
糸
・
弁
柄
糸
は
五
ケ
所
に
、
他
の
下
糸
は
長
崎
町
中
で
の
配
分
に
し
た
い
と
願
っ
た
が
、
全
て
の
糸
を
五
ケ
所
で
配
分
せ
よ
と
い
う
回
答
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
以
前
の
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糸
割
符
の
対
象
が
白
糸
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
新
規
に
白
糸
以
外
も
糸
割
符
の
対
象
と
す
る
よ
う
に
回
答
し
た
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
古
来
糸
割
符
の
時
同
様
の
原
則
と
異
な
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
回
答
の
中
心
は
、
長
崎
だ
け
に
特
別
の
特
権
を
与
え
る
な
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
あ
る
い
は
古
来
糸
割
符
が
白
糸
だ
け
を
対
象
と
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
を
中
央
が
知
ら
ず
に
出
し
た
指
示
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
十
五
条
自
は
唐
船
商
売
不
調
や
日
本
商
人
支
払
滞
納
時
の
底
船
の
処
置
に
つ
い
て
。
ゃ
む
を
得
な
い
場
合
は
、
長
崎
孝
行
の
判
断
で
越
年
を
認
め
て
よ
い
と
回
答
し
て
い
る
。
続
い
て
B
②
を
見
る
。
一
条
目
は
、
長
崎
奉
行
の
長
崎
で
の
費
用
捻
出
に
つ
い
て
。
以
前
は
唐
船
積
載
の
端
物
・巻
物
の
十
分
の
一
を
受
け
取
っ
て
い
た
が
、
唐
人
か
ら
受
用
は
よ
く
な
い
と
し
て
止
め
、
そ
の
後
は
、
江
戸
で
拝
借
し
た
千
両
で
、
や
っ
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
。
市
法
貨
物
商
法
期
に
は
、
市
法
貨
物
商
人
か
ら
八
朔
礼
を
受
け
取
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
も
っ
て
く
る
と
各
自
が
少
し
多
め
に
持
っ
て
来
よ
う
と
す
る
な
ど
の
問
題
.
か
生
じ
る
の
で
、
市
法
貨
物
会
所
の
増
銀
で
売
高
一
貫
自
に
付
き
銀
五
匁
ず
つ
、
参
府
の
際
に
う
か
が
い
を
た
て
受
け
取
る
こ
と
に
し
、
最
初
に
長
崎
へ
行
く
時
を
除
き
、
拝
借
は
止
め
る
こ
と
に
し
た
。
以
p.1f.期の貿易改革に見る長崎移行の俊億
上
の
よ
う
な
こ
れ
ま
で
の
事
情
説
明
に
対
し
、
回
答
は
た
び
た
び
の
拝
借
は
命
じ
ら
れ
な
い
と
記
し
て
い
る
。
二
条
目
は
オ
ラ
ン
ダ
方
八
朔
と
し
て
受
け
取
っ
て
い
る
端
物
・
柄
鮫
に
つ
い
て
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
以
前
の
よ
う
に
〈受
け
取
る
よ
う
に
)
し
な
さ
い
と
答
え
て
い
る
。
三
条
目
は
唐
人
か
ら
の
八
期
礼
に
つ
い
て
。
長
崎
に
い
る
聞
は
臼
本
人
同
様
な
の
で
長
崎
奉
行
に
八
朔
礼
を
行
い
た
い
と
い
う
唐
人
の
願
に
よ
り
、
軽
く
行
う
こ
と
を
認
め
、
売
高
に
応
じ
、
縮
緬
な
ど
を
差
し
出
す
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
経
緯
が
mu
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
こ
れ
ま
で
同
織
に
行
う
よ
う
に
と
し
て
い
る
。
四
条
自
は
、
長
崎
町
人
か
ら
の
八
朔
礼
に
つ
い
て
。
以
前
は
長
崎
奉
行
が
物
で
受
け
て
い
た
が
、
こ
れ
も
各
A
多
く
持
っ
て
来
よ
う
と
す
る
の
で
、
市
法
貨
物
商
法
以
後
は
、
分
相
応
に
金
ま
た
は
銀
を
持
っ
て
来
る
よ
う
に
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
以
前
問
機
に
せ
よ
と
回
答
さ
れ
て
い
る
。
C
-
D
は
底
人
・
オ
ラ
ン
ダ
人
か
ら
長
崎
移
行
へ
の
八
朔
礼
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
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C
①
は
、
江
戸
に
い
る
長
崎
移
行
宮
滅
か
ら
長
崎
に
い
る
長
崎
奉
行
川
口
へ
の
報
告
で
あ
る
。
一
条
目
は
、
唐
人
の
八
朔
礼
を
行
い
た
い
と
い
う
願
書
を
老
中
に
見
せ
た
と
こ
ろ
、
古
来
の
よ
う
に
行
え
と
言
わ
れ
た
の
で
、
前
に
述
べ
た
こ
と
〈
B
②
一
条
目〉
、
長
崎
移
行
牛
込
忠
左
衛
門
の
頃
H
市
法
貨
物
商
法
期
の
こ
と
を
書
い
て
提
出
し
、
今
度
は
、
川
口
か
ら
届
い
た
唐
通
事
が
記
し
た
市
法
貨
物
商
法
期
以
前
の
様
子
を
老
中
に
見
せ
、
以
前
の
よ
う
に
行
う
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
二
条
目
は
、
唐
人
・
オ
ラ
ン
ダ
人
か
ら
長
崎
奉
行
へ
の
八
朔
礼
の
内
容
に
つ
い
て
記
し
、
老
中
に
見
せ
た
と
こ
ろ
、
以
前
の
よ
う
に
行
え
と
い
う
こ
と
で、
そ
の
書
類
を
長
崎
に
送
る
よ
う
に
し
た
こ
と
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
八
朔
礼
に
つ
い
て
は
川
口
か
ら
の
指
示
通
り
に
し
た
が
、
オ
ラ
ン
ダ
に
対
し
て
こ
こ
ま
で
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
、
付
よ
り
少
な
く
礼
物
を
受
け
る
分
に
は
か
ま
わ
な
い
よ
う
に
も
思
う
が
、
十
分
川
口
の
江
戸
参
府
の
際
に
あ
ら
た
め
て
老
中
と
話
を
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
、
以
前
の
型
付
は
今
回
の
魯
付
と
引
き
替
え
る
よ
う
老
中
か
ら
言
わ
れ
た
の
で
、
再
度
宿
次
の
際
に
送
る
よ
う
に
と
述
べ
て
い
る
。
三
条
目
は
、
長
崎
村
・
浦
上
村
と
い
っ
た
長
崎
周
辺
地
域
の
支
配
を
行
う
役
人
(
高
木
・
高
嶋
は
地
方
支
配
町
年
寄
)
の
扶
持
を
、
天
草
の
幕
府
の
蔵
よ
り
四
月
分
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
天
草
代
官
服
部
に
証
文
を
送
る
が
、
川
口
か
ら
も
事
情
説
明
を
行
う
よ
う
に
依
頼
し
、
勘
定
奉
行
か
ら
の
添
状
は
特
に
は
出
さ
な
い
旨
を
付
け
加
え
て
い
る
。
C
②
は
、
C
①
二
条
目
で
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
、
唐
人
・
オ
ラ
ン
ダ
人
か
ら
長
崎
奉
行
へ
の
八
朔
礼
の
内
容
に
つ
い
て
、
老
中
に
見
せ
た
も
の
。
唐
人
か
ら
の
八
朔
礼
は
売
高
銀
百
貫
目
あ
た
り
八
百
六
十
自
分
を
端
物
で
受
け
取
っ
て
お
り
、
長
崎
奉
行
が
二
名
と
も
長
崎
に
い
る
場
合
は
そ
れ
を
折
半
し
て
渡
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
二
条
目
は
オ
ラ
ン
ダ
人
か
ら
の
場
合
で
、
銀
四
十
貫
目
か
三
十
五
・
六
寅
自
分
、
端
物
・巻
物
を
二
人
の
長
崎
奉
行
に
渡
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
老
中
は
、
こ
れ
を
ふ
ま
え
、
以
前
の
よ
う
に
八
朔
礼
を
行
う
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
D
は、
C
の
一
年
後
の
貞
享
三
年
五
月
、
唐
人
か
ら
の
音
物
に
つ
い
て
、
老
中
と
の
交
渉
を
ふ
ま
え
、
江
戸
に
い
る
長
崎
奉
行
川
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ロ
が
、
長
崎
に
い
る
長
崎
奉
行
の
宮
城
へ
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
条
目
で
は
、
長
崎
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
、
従
来
通
り
に
音
物
を
贈
り
た
い
と
い
う
唐
人
か
ら
の
申
し
出
に
つ
い
て
、
川
口
が
江
戸
で
老
中
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
定
高
内
で
あ
れ
ば
よ
い
が
、
定
官
同
外
で
は
紛
ら
わ
し
い
と
の
返
答
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
川
口
は
、
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
音
物
は
売
高
と
は
別
で
あ
っ
た
こ
と
、
定
高
外
で
あ
っ
て
も
支
障
の
無
い
こ
と
を
述
べ
、
老
中
間
で
相
談
後
、
長
崎
奉
行
両
人
が
紛
ら
わ
し
く
な
い
と
し
て
の
願
な
の
で
吟
味
の
う
え
許
可
し
、
外
国
へ
金
銀
が
移
出
す
る
よ
う
で
あ
れ
ば
奉
行
の
失
政
な
の
で
入
念
に
実
施
す
る
こ
と
、
た
だ
し
市
法
貨
物
商
法
の
時
よ
り
量
を
減
ら
す
よ
う
に
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
二
条
目
は
、
音
物
は
、
市
法
貨
物
商
法
期
の
よ
う
に
町
年
寄
に
吟
味
さ
せ
る
こ
と
、
量
を
抑
え
る
よ
う
に
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
三
条
目
で
は
、
老
中
へ
見
せ
た
音
物
の
内
訳
を
送
る
の
で
参
考
に
す
る
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
四
条
目
は
、
小
宿
と
呼
ば
れ
る
、
来
航
唐
人
を
世
話
す
る
私
的
船
宿
に
つ
い
て
。
小
宿
が
唐
人
か
ら
も
ら
っ
た
贈
り
物
を
売
却
し
た
際
、
銀
を
少
し
唐
人
に
渡
す
こ
と
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
そ
れ
は
唐
人
た
ち
が
長
崎
で
当
座
の
費
用
と
し
て
使
う
も
の
で
、
国
外
に
持
っ
て
行
く
も
の
で
は
な
い
の
だ
が
、
紛
ら
わ
し
い
の
で
、
小
宿
に
は
唐
人
に
銀
を
渡
さ
な
い
よ
う
徹
貞享期の貿易改革に見る長崎家行の位置
底
さ
せ
る
よ
う
述
べ
て
い
る
。
四
結
び
に
か
え
て
以
上
、
貞
享
期
の
貿
易
改
革
を
め
ぐ
る
長
崎
奉
行
と
老
中
の
交
渉
を
見
て
き
た
。
二
節
で
昆
た
、
貿
易
改
革
決
定
の
過
程
と
も
関
連
さ
せ
て
、
こ
の
問
題
を
考
え
る
と
次
の
よ
う
な
点
が
指
摘
で
き
る
も
の
と
思
う
。
貞
享
期
の
貿
易
改
革
は
、
幕
府
上
使
の
長
崎
査
察
を
ふ
ま
え
、
江
戸
の
幕
府
評
定
所
の
メ
ン
バ
ー
主
導
で
進
め
ら
れ
た
。
長
崎
貿
易
に
関
し
て
十
分
な
理
解
を
も
た
な
い
彼
ら
が
、
市
法
貨
物
商
法
に
代
わ
る
新
た
な
貿
易
仕
法
と
し
て
考
え
た
の
は
、
そ
れ
以
前
のひ
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貿
易
統
制
仕
法
で
あ
る
糸
割
符
仕
法
以
外
に
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
長
崎
貿
易
の
直
接
の
体
現
者
で
あ
る
長
崎
奉
行
は
、
と
つ
に
は
長
崎
町
人
の
生
活
保
証
と
い
う
地
域
成
り
立
ち
の
観
点
か
ら
、
も
う
ひ
と
つ
は
従
来
の
糸
割
符
仕
法
の
欠
点
を
修
正
す
る
と
い
う
幕
府
官
僚
と
し
て
の
観
点
か
ら
、
幕
府
評
定
所
メ
ン
パ
l
主
導
で
進
め
ら
れ
た
貿
易
改
革
の
内
容
に
つ
い
て
、
伺
い
を
出
し
、
ま
た
具
体
的
な
意
見
を
述
べ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
長
崎
奉
行
・
老
中
の
交
渉
を
経
て
、
長
崎
奉
行
に
は
直
接
の
担
当
者
と
し
て
、
多
く
の
裁
量
権
が
認
め
ら
れ
、
貞
享
期
の
貿
易
改
革
が
施
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
以
上
の
点
で
あ
る
。
最
後
に
若
干
の
補
足
と
今
後
の
課
題
を
記
し
、
結
び
に
か
え
た
い
。
本
稿
は
あ
く
ま
で
、
長
崎
奉
行
と
老
中
と
い
う
幕
府
内
部
の
変
渉
を
中
心
に
扱
っ
た
が
、
長
崎
奉
行
の
主
張
の
な
か
に
は
、
長
崎
の
地
役
人
た
ち
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
特
に
、
こ
の
貿
易
改
革
は
、
以
前
の
糸
割
符
の
時
同
様
と
い
う
原
則
が
出
さ
れ
た
た
め
、
先
例
調
査
に
お
い
て
は
、
彼
ら
の
力
に
よ
る
部
分
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
長
崎
の
町
人
は
、
幕
府
の
こ
の
よ
う
な
先
例
主
識
を
う
ま
く
生
か
し
、
自
分
た
ち
の
成
り
立
ち
を
確
保
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
が
、
「
三
ケ
一
一
銀
」
で
あ
る
。
貞
享
二
年
八
月
に
定
高
制
が
施
行
さ
れ
、
ま
す
ま
す
町
の
成
り
立
ち
が
苦
し
く
な
る
な
か
で
、
町
乙
名
が
年
番
町
年
寄
に
行
き
、
移
行
の
家
老
に
対
し
「
新
法
を
立
中
儀
難
成
候
、
先
規
に
は
花
と
申
儀
御
座
候
て
、
町
?
え
銀
と
ら
せ
可
申
由
」
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
前
厳
よ
り
花
と
申
す
儀
有
之
候
は
ば
、
可
任
其
意
。
公
儀
え
は
、
商
売
之
儀
御
構
不
成
由
被
仰
候
」
と
の
回
答
を
得
、
こ
こ
に
「
三
ケ
一
銀
」
が
「
掛
り
物
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
長
崎
の
状
況
に
関
連
し
て
、
唐
人
・
阿
蘭
陀
人
の
問
題
が
あ
る
。
彼
ら
も
、
よ
り
活
発
な
貿
易
を
希
望
す
る
の
で
、
長
崎
町
人
の
要
求
と
重
な
る
部
分
も
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
十
分
な
検
討
が
で
き
て
い
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
他
の
貿
易
改
革
に
お
い
て
も
、
同
様
の
動
き
が
見
ら
れ
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
長
崎
は
貿
易
と
い
う
特
殊
な
問
題
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
基
本
的
に
は
同
様
の
形
が
こ
の
後
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
正
徳
新
例
に
お
い
て
、
理
念
論
的
な
貿
易
政
策
を
意
図
す
る
新
井
白
石
と
現
実
的
な
対
処
を
施
行
す
る
長
崎
孝
行
の
姿
は
、
比
較
的
知
ら
れ
て
い
る
も
の
と
言
え
る
で
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貞享紛の貿易改革に見る長崎奉行の位置
あ
ろ
う
。
ま
た
、
最
近
で
は
、
寛
延
i
宝
暦
初
年
の
松
浦
河
内
守
信
正
ゃ
、
宝
暦
1
明
和
期
の
石
谷
備
後
守
清
昌
の
改
革
・
が
注
目
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
の
二
人
は
、
勘
定
奉
行
と
長
崎
移
行
を
兼
帯
し
た
点
が
共
通
し
て
い
る
。
両
人
の
貿
易
改
革
が
う
ま
く
い
っ
た
の
は
、
幕
府
(中
央
〉
と
し
て
の
貿
易
改
革
の
志
向
性
と
長
崎
奉
行
と
し
て
の
長
崎
成
り
立
ち
の
志
向
性
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
こ
な
し
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
も
あ
れ
、
さ
ら
に
範
囲
を
広
げ
た
検
討
を
行
う
こ
と
も
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
註
(l
〉
『
長
崎
市
出
入
』
通
交
貿
易
縦
東
洋
諸
同
開
附
門矢
野
仁
一
氏
品
開
官
、
長
崎
市
役
所
、
一
九
=
.
八
年
)、
箭
内
健
次
『
長
崎
』
ハ
日
ふ
歴
史
新
H
園、
至
文
堂
、
一
九
五
九
年
〉
、
四
回
国
次
郎
『
江
戸
時
代
の
貿
易
と
対
外
関
係
」
(
お
波
講
停
『
日
本
歴
史
』
日
〈
近
世
5
〉、
滋
波
得
底
、
一
九
六
四
年
)
な
ど
。
こ
の
点
の
、
現
在
の
研
究
水
準
を
示
す
も
の
と
し
て
は
、
『
長
崎
県
史
』
対
外
交
渉
綴
(吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
)
三
一
O
頁
以
下
〈森
岡
美
子
氏
執
筆
部
分
)
、
太
白
勝
也
吋
鎖
国
時
代
長
崎
貿
易
史
の
研
究
』
(
恩
文
悶
出
版
、
一
九
九
二
年
〉
ニ
七
O
頁
以
下
が
あ
げ
ら
れ
る
。
点~JØ1の貿易改革に見る長崎君事行の位置
〈
2
〉
中
村
賞
「長
崎
貿
易
利
銀
配
分
体
制
の
形
成
」
〈『
九
州
史
学
』
ニ
九
、
-
九
六
五
年
て
荒
野
泰
典
「近
欧
中
期
の
長
崎
貿
易
体
制
と
抜
荷
」
〈向
「
近
世
田
本
と
来
ア
ジ
ア
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
八
年
、
所
収
。
初
出
、
一
九
八
四
年
〉、
な
ど。
糸
割
符
に
つ
い
て
は
、
中
回
易
直
『
近
世
対
外
関
係
史
の
研
究
』
ハ
吉
川
町
弘
文
館
、
一
九
八
四
年
)
が
詳
し
い
。
貞
享
期
に
つ
い
て
は
第
七
章
で
扱
わ
れ
て
い
る
。
組
問
り
物
に
つ
い
て
は
、
総
稿
「
長
崎
唐
人
貿
易
に
関
す
る
貿
易
利
銀
の
基
臨
時
的
考
祭
」
(『
東
北
大
学
附
属
図
曾
館
研
究
年
報
』
ニ
三
、
一
九
九
O
年
)
に
お
い
て
、
出
前
り
物
に
つ
な
が
る
仰
同
点
の
貿
易
利
銀
の
系
銀
を
明
ら
か
に
し
た
.
岨
厩
回
党
『
天
係
改
革
期
都
市
支
配
を
め
ぐ
る
対
立
|
老
中
・町
移
行
の
対
立
の
歴
史
的
意
義
l
』〈
同
『
幕
落
制
同
家
の
政
治
史
的
研
究
|
天
保
欄
酬
の
狭
序
・
獄
事
・
外
交
l
』
校
倉
書
房
、
一
九
八
七
年
・
初
出
、
一
九
七
七
年
)、
同
『
天
保
の
改
本
』
ハ日
本
歴
史
建
計由
三
入
、
常
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
)
六
六
貰
以
下
、
平
川
新
「
近
世
の
地
駿
と
幕
府
官
僚
|
紛
争
処
理
と
民
意
l
」
(第
三
十
一
回
近
世
史
サ
マ
1
セ
ミ
ナ
ー
報
告
、
一
九
九
二
年
八
月
一目
、
於
山
形
県
天
童
市
出
羽
路
会
館
)
。
誌
〈
2
〉
中
村
論
文
、
同
『
近
世
長
崎
に
お
け
る
貿
易
利
銀
の
戸
別
配
当
」
〈
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
前
官
』
一
七
、
一
九
七
二
年
〉
、
同
「
鎖
国
下
の
貿
易
l
貿
易
郎
市
論
の
貌
点
か
ら
l
」
〈『
鎖
国
」
〈
お
座
日
本
近
世
史
2
〉
有
斐
問
、
一
九
八
一
年
。
同
「
近
位
長
崎
貿
易
史
の
研
究』
〈士白
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
〉
三
一
六
頁
以
下
、
な
ど
。
ま
た
、
地
情
「
近
世
前
期
に
お
け
る
長
崎
町
人
と
貿
易
」
(渡
辺
信
夫
編
『
近
世
日
本
の
邸
市
と
交
通
円
相
門
出
a
m新
社
、
一
九
九
二
年
〉
で
は
、
市
法
貨
物
商
法
期
を
中
心
に
、
貿
易
を
通
じ
て
の
長
崎
町
人
保
護
政
策
を
具
体
的
に
述
べ
て
い
る
。
品
世
照
さ
れ
た
い
.
註
〈
6
〉
中
村
著
書
第
七
章
。
註
〈
1
)
太
閤
著
書
第
入
意
・第
九
章
。
な
お
、
太
図
氏
は
、
肉
窃
の
な
か
で
、
市
法
貨
物
商
法
期
や
良
事
期
に
つ
い
て
も
、
長
崎
奉
行
に
つ
い
て
い
く
ら
か
倹
討
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
長
崎
町
奉
行
全
般
の
掴
仮
説
と
し
て
、
外
山
幹
夫
『
長
崎
奉
行
』
〈中
公
新
書
、
一
九
八
八
年
〉
を
参
照
。
本
節
の
記
述
に
あ
た
っ
て
は
、
註
(3
〉
中
国
著
@
第
七
輩
、
注
(
l
〉
『長
崎
県
出
入
対
外
交
渉
編
」
岡
節
分
、
基
(l
〉
太
図
書
省
第
二
軍
;
第
四
意
な
ど
を
診
照
。
本
節
の
記
述
で
使
用
し
た
史
創
刊
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
江
戸
に
お
け
る
さ
ま
.
さ
ま
な
動
き
は
、
「常
態
院
齢
制
御
実
紀
」
九
・十
〈『
新
訂
州
刑
制
附
肉
史
大
系
徳
川
突
紀
』
五
、
五
O
五
1
五
三
思
具
、
「
貞
享
一克
甲
子
年
到
比
一
J
H
H
日
記
〈
い
わ
ゆ
る
江
戸
幕
府
日
記
、
内
閣
文
郎
所
号
、
「
貞
本
年
録
」
〈「
初
営
日
次
記
」
、
内
閣
文
隊
所
蔵
丸
一戸
田
又
兵
衛
直
武
の
略
歴
は
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
論
』
一
四
、
三
六
五
頁
以
下
、
小
田
切
喜
兵
衛
直
利
の
略
歴
は
同
君
、
ニ
O
頁
〈た
だ
し
、
二
名
の
石
高
は
次
の
史
料
)
。
言
語
き
は
、
「
誘
致
科
蒜
日
記
」
(
以
下
で
は「
寛
宝
日
記
」
と
略
記
す
る
。
本
摘
で
は
、
『党
支
日
記
と
犯
創
刊
帳
』
長
崎
文
献
量
殺
容
ニ
l
五
、
長
崎
文
献
社
、
所
績
の
頁
数
を
付
す
が
、
長
崎
市
立
縛
物
館
お
よ
び
長
崎
川
知
立
図
書
館
所
蔵
の
写
本
に
よ
っ
て
、
読
み
を
改
め
た
と
こ
ろ
も
あ
る
・
な
お
、
こ
れ
は
長
崎
の
恵
美
須
町
の
役
人
の
臼
-120-
(3
〉
〈
4
〉
(5
v
 
(6
〉
ハ
7
)
〈
8
〉
〈
9
V
貞享期の貿易改革に見る長崎移行の位置
(ω〉
記
と
言
わ
れ
て
レ
る
〉・
党
永
「
鎖
国
」
前
後
の
時
点
で
は
、
対
外
政
策
・キ
リ
シ
タ
γ
対
策
な
ど
で
も
上
使
派
遣
が
見
ら
れ
る
。
幕
府
上
使
の
長
崎
派
遣
に
つ
い
て
は
、
註
〈
7
〉
外
山
著
書
四
O
頁
以
下
、
「
崎
陽
群
談
」
第
六
(
中
田
易
産
・中
村
質
校
訂
、
日
本
史
料
態
魯
ω、
近
藤
出
版
社
刊
本
、
八
八
頁
以
下
〉
な
ど
を
参
照
。
将
軍
代
嘗
り
の
際
の
長
崎
へ
の
上
使
派
遣
の
史
料
は
、
註
〈
9
〉
「
寛
宝
日
記
」
(刊
本
二
三
四
頁
以
下
)
多
照
。
大
石
慎
一二
郎
『
元
日
開
時
代
』
〈岩
波
新
密
、
一
九
七
O
年
〉
八
五
頁
以
下
、
な
ど
。
界
の
糸
割
符
仲
間
が
記
し
た
「
糸
乱
記
」
ハ中
間
日
朝
直
校
訂
、
日
本
由
人
科
建
3
口
、
近
藤
出
版
社
刊
)
は
、
こ
の
点
本
欄
酬
の
貿
易
改
革
に
つ
い
て
、
何
何
事
が
「
諸
国
の
こ
と
心
も
と
な
し
と
て
、
巡
使
を
国
々
に
遣
さ
れ
け
る
に
下
野
間
臼
光
山
の
金
燈
篭
の
議
〈寛
永
期
に
糸
割
符
仲
間
が
事
納
し
た
も
の
:
:
:
筆
者
註
V
を
き
こ
し
め
し
上
ら
る
L
、
こ
L
に
又
肥
前
園
長
崎
の
貨
物
附
符
の
畿
を
御
念
儀
あ
れ
.
は
、
牛
込
忠
左
衛
門
〈長
崎
務
行
:
・
:
・
筆
者
援〉
の
偽
り
た
ち
ま
ち
あ
ら
は
れ
、
備
岡
部
州
悼
の
御
免
あ
り
し
割
符
の
義
こ
そ
あ
る
へ
き
事
な
れ
と』
糸
割
符
再
興
の
理
闘
を
説
明
し
て
い
る
・
信
M
U
性
は
と
も
か
く
、
興
味
深
い
巡
諮
で
あ
る
・
中
国
註
〈
3
)
著
者
、
四
八
五
頁
以
下
、
品
世
間
山.
設
〈
3
〉
中
閏
著
書
第
八
章
な
ど
・
註
〈
9
〉『
覚
。
品
目
記
』
(刊
本
一
一
七
・
一
一
九
・
一
二
八
頁
〉。
な
お
、
間
金
は
、
市
法
貨
物
市
開
法
制
剤
に
は
、
幕
府
の
大
家
御
蔵
に
上
納
し
て
い
た
〈
「
長
崎
根
源
記
」
、
『
海
表
媛
番
』
図
、
八
六
頁
以
下
〉。
「
忍
銀
」
に
つ
い
て
は
全
く
不
明
で
あ
る
。
註
ハ
3
〉
中
田
著
窃
第
七
章
。
こ
の
時
、
「金
鐙
」
、
「筆
者
銀
」
、
『内
通
事
銀
」
、
「
日
行
使
銀
』
な
ど
も
認
め
ら
れ
た
。
教
〈
4
V
凶
仙
開
制
多
照
。
な
お
、
史
料
は
『究
宝
日
記
』
〈刊
本
ニ
七
五
・
ニ
ヒ
{ハ
頁
〉
で
あ
る
。
鈴
木
版
F
『箆
延
・
2
熔
期
の
H
R
創
刊
貿
易
改
革
|
勘
定
穆
行
・
長
簡
単
行
兼
職
絞
浦
河
内
守
信
正
の
施
政
|
」
〈
『
臼
本
歴
史
』
五
一
一三
、
一
九
九
て
年
〉。
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(
日
〉
(ロ
)
(
日
〉
(M
)
 
〈
日M
V
〈
ぱ
叫
)
〈げ
〉
〈
川
崎
〉
(付
記
〉
本
格
の
視
点
に
つ
い
て
は
、
平
川
新
氏
か
ら
示
唆
を
受
け
た
部
分
が
大
き
い
。
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
